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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号　

平
成
三
〇
年
十
二
月

近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較

望

月

真

澄

は
じ
め
に

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
現
代
の
日
蓮
伝
記
の
基
本
と
な
る
日
蓮
伝

記
本
）
1
（

が
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
章
を
主
体
と
す
る
伝
記

で
あ
る
が
、
他
に
絵
を
主
体
と
す
る
日
蓮
伝
記
が
あ
り
、
窪
田
統
泰
画

『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』（
以
下
、『
註
画
讃
』
と
略
記
）
が
そ
の
代
表
的
作
品

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
文
章
と
絵
で

構
成
さ
れ
た
伝
記
が
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
く
。

本
稿
で
は
、
絵
を
主
と
す
る
日
蓮
伝
記
を
研
究
対
象
と
す
る
た
め
、

絵
馬
で
画
か
れ
た
日
蓮
絵
伝
記
に
注
目
し
て
み
た
。
具
体
的
に
は
、
歌

川
派
の
系
譜
を
引
く
歌
川
国
秀
と
い
う
絵
師
）
2
（

が
画
い
た
日
蓮
伝
記
絵
馬

を
取
り
上
げ
、
絵
伝
記
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
）
3
（

。

一
　
歌
川
国
秀
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
存
在

国
秀
の
日
蓮
絵
伝
記
に
関
わ
る
作
品
に
つ
い
て
、
筆
者
が
所
在
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
次
の
十
カ
所
の
寺
院
で
確
認
で
き
た
（
（
（

。

表
1　

国
秀
作
日
蓮
伝
記
絵
馬
一
覧

1　

駿
東
郡
長
泉
町
法
泉
寺 

連
作 

明
治
十
四
年
九
月
一
二
日

2　

沼
津
市
土
肥
清
雲
寺 

連
作 

明
治
二
十
三
年

3　

沼
津
市
大
諏
訪
栄
昌
寺 

連
作 

明
治
二
十
五
年
七
月

4　

沼
津
市
青
野
妙
泉
寺 

連
作 

明
治
二
十
八
年
〜
四
十
年

5　

沼
津
市
平
沼
法
華
寺 

連
作 

明
治
三
十
九
年　

※

6　

沼
津
市
東
間
門
妙
伝
寺 

一
点 

明
治
時
代

7　

西
伊
豆
町
法
雲
寺 

一
点 

明
治
時
代

8　

三
島
市
円
明
寺 

連
作 

明
治
時
代

9　

御
殿
場
市
蓮
静
寺 

連
作 

明
治
時
代

10　

裾
野
市
車
返
祖
師
堂 

連
作 

明
治
時
代

※
5
は
、
他
に
明
治
二
十
五
年
絵
馬
あ
り
。

国
秀
は
、
地
方
絵
師
と
し
て
駿
河
・
伊
豆
地
方
の
郷
土
の
作
品
を
手

が
け
て
い
る
が
）
5
（

、
日
蓮
の
絵
馬
に
関
し
て
も
に
明
治
十
四
年

（
一
八
八
一
）
か
ら
同
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
約
二
十
五
年
間
に
わ
た

り
作
品
を
遺
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
6
（

。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
国
秀
の

画
い
た
絵
馬
の
構
図
・
場
面
の
特
徴
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
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近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
（
望

月
）

二
　 

土
肥
清
雲
寺
絵
馬
（
題
名
）
と
小
川
泰
堂
『
日
蓮
大
士

真
実
伝
』
挿
絵
題
名
・
本
文
と
の
比
較

検
討
す
る
清
雲
寺
絵
馬
は
表
1
の
2
で
明
治
二
十
三
年
十
一
月
に
画

い
た
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
絵
馬
に
は
、
清
雲
寺
の
檀
信
徒
の
施
主
名

が
個
々
の
絵
馬
に
記
さ
れ
て
い
る
。

『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』（
以
下
、『
真
実
伝
』
と
略
称
）
挿
絵
の
特
徴
に
つ

い
て
は
、
考
察
を
加
え
た
が
）
7
（

、『
真
実
伝
』
挿
絵
九
十
四
点
と
清
雲
寺

絵
馬
九
十
点
の
題
名
を
比
較
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
題
名
の
も
の 

四
十
点

題
名
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
場
面
で
あ
る
も
の 

十
五
点

題
名
は
同
じ
で
は
な
い
が
、
同
じ
場
面
と
思
わ
れ
る
も
の 

十
三
点

と
、
三
種
別
と
な
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
六
十
八
点
で
、
全
体
の

三
分
の
二
が
同
じ
場
面
と
な
る
。
つ
ま
り
、『
真
実
伝
』
の
挿
絵
を
取

り
入
れ
、
同
書
の
本
文
の
内
容
を
底
本
に
し
た
こ
と
が
わ
か
る
）
8
（

。

次
に
、
清
雲
寺
絵
馬
の
内
『
真
実
伝
』
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

場
面
の
題
名
を
み
て
い
く
と
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

27
「）

9
（

高
祖
沼
津
海
辺
之
辻
堂
ニ
、
誦
経
在
シ
ケ
ル
ニ
、
龍
灯
現
ル
」

を
み
る
と
、「
後
年
、
中
老
僧
但
馬
房
日
実
、
山
本
重
安
が
宅
地
を
寺

と
し
、
龍
王
山
妙
海
寺
と
号
し
、
ま
た
斉
藤
利
安
も
家
を
転
じ
て
満
松

山
妙
覚
寺
と
い
ふ
。
両
寺
共
に
毎
年
正
月
八
日
、
法
会
を
修
し
て
昔
の

式
法
を
残
す
と
ぞ
。」（『
真
実
伝
』
三
巻
本
文
）
10
（

）
と
あ
る
よ
う
に
、『
真
実

伝
』
に
は
、
沼
津
妙
海
寺
、
同
妙
覚
寺
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

深
見
要
言
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』（
以
下
、『
紀
年
録
』
と
略
記
）
で
は
、「
高

祖
誦
経
龍
灯
現
」
の
挿
絵
が
登
場
し
て
お
り
、
こ
の
伝
記
本
も
参
考
に

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
書
本
文
に
も
「（
正
嘉
二
年
）
高
祖
御
歳
三
十
七
。
正
月
駿
州
に
ゆ

き
た
ま
ひ
、
沼
津
の
駅
に
宿
し
給
ふ
、
経
を
誦
し
て
八
大
龍
王
に
供
じ

給
ふ
。」
と
、
日
蓮
三
十
七
歳
の
折
に
後
の
沼
津
駅
を
通
行
し
、
八
大

龍
王
に
読
経
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
）
11
（

。

38
「
普
門
高
祖
ノ
許
ニ
来
リ
テ
、
所
図
セ
シ
、
二
尊
ノ
点
眼
ヲ
請

フ
」
を
み
る
と
、『
紀
年
録
』
に
「
高
祖
普
門
所
図
二
菩
薩
点
眼
」「
弘

長
元
年
辛
酉
六
月
日　

日
蓮
在
判　

南
禅
寺
普
門
筆　

朱
印
有
之
」「
高

祖
与
自
像
普
門
」
の
三
点
と
い
う
多
く
の
挿
絵
を
取
り
込
ん
て
い
る
。

文
言
も
同
じ
用
語
を
頻
繁
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
）
12
（

、
清
雲
寺
絵
馬

は
『
紀
年
録
』
の
内
容
を
盛
り
込
み
、
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
二
点
の
場
面
は
、
駿
河
国
、
伊
豆
国
の
出
来
事
で
、
い
ず
れ
も
静
岡

県
内
の
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
伊
豆
国
内
の
寺
院
に
作
品
を
納
入
す
る

こ
と
か
ら
国
秀
が
地
元
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
場
面
と
考
え
ら
れ

る
。次

に
、
清
雲
寺
絵
馬
の
内
、『
真
実
伝
』
挿
絵
に
は
登
場
し
な
い
が

本
文
の
題
名
・
内
容
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
み
て
み
た
い
。
以
下
、

清
雲
寺
絵
馬
、『
真
実
伝
』
題
名
、
同
本
文
の
順
に
記
す
。
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近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
（
望

月
）

28
「
高
祖
岩
本
実
相
寺
ノ
経
蔵
ニ
入
テ
大
蔵
経
ヲ
閲
覧
シ
給
フ
」

 
「
高
祖
駿
州
岩
本
実
相
寺
の
経
蔵
に
入
給
ふ
」（
三
巻
二
章
）

34
「
高
祖
吉
田
兼
益
ニ
就
テ
神
道
ノ
秘
訣
ヲ
伝
達
セ
ラ
ル
」

 

「
吉
田
兼
益
よ
り
神
道
伝
授
」（
三
巻
三
章
）

37
「
高
祖
漁
夫
弥
三
郎
夫
婦
ヲ
教
化
シ
給
フ
」

 

「
漁
者
弥
三
郎
篠
見
が
浦
に
高
祖
の
危
難
を
救
ふ
」（
三
巻
十
章
）

44
「
市
ヶ
坂
ノ
雪
中
老
婆
綿
帽
子
ヲ
供
シ
奉
ル
」

 

「
市
が
坂
の
雪
中
に
老
婆
綿
帽
子
を
供
養
」（
三
巻
十
八
章
）
13
（

）

48
「
高
祖
甲
州
ニ
教
化
シ
テ
富
士
登
山
経
ケ
嶽
ノ
古
蹟
」

 

「
甲
駿
に
遊
化
し
て
富
士
山
に
登
給
ふ
」（
四
巻
三
章
）

50
「
高
祖
田
邊
ケ
淵
ニ
雨
ヲ
祈
リ
テ
現
証
ノ
利
益
ヲ
得
給
フ
」

 

「
高
祖
田
辺
が
淵
に
雨
を
祈
り
給
ふ
」（
四
巻
五
章
）

53
「
高
祖
鶴
ヶ
岡
八
幡
ヲ
諫
暁
シ
テ
正
法
ノ
威
力
ヲ
示
シ
給
フ
」

 

「
鶴
岡
八
幡
宮
を
諫
暁
し
て
正
法
の
威
力
を
示
し
給
ふ
」（
四
巻
八
章
）

56
「
文
永
八
年
九
月
十
二
日
夜
鎌
倉
殿
中
ニ
怪
事
ア
リ
」

 

「
又
鎌
倉
御
所
に
お
い
て
も
、
殿
中
屋
鳴
震
動
た
だ
事
な
ら
べ
ば
、
こ
れ
日

蓮
を
害
す
る
ゆ
ゑ
な
ら
ん
と
、
身
の
毛
を
立
て
お
そ
ろ
し
が
り
し
ば
（
後

略
）」（
四
巻
本
文
）
14
（

）

61
「
難
風
ニ
遭
テ
角
田
ノ
岸
ニ
着
船
シ
テ
図
チ
ズ
毒
蛇
ヲ
度
シ
給
フ
」

 

「
海
上
の
激
波
に
題
目
を
書
て
竜
神
観
応
」（
四
巻
十
四
章
）
15
（

）

69
「
日
朗
赦
免
状
ヲ
持
テ
佐
渡
ニ
渡
海
シ
給
フ
」

 

「
日
朗
赦
免
状
を
以
て
佐
渡
に
渡
海
」（
五
巻
二
章
）

71
「
執
権
時
宗
高
祖
ヲ
館
ニ
召
テ
慇
懃
ニ
応
接
シ
給
フ
」

 

「
鎌
倉
殿
大
士
を
館
に
召
て
慇
懃
に
応
接
」（
五
巻
四
章
）

72
「
執
権
北
条
時
宗
高
祖
ヲ
宗
門
弘
通
ノ
免
状
ヲ
賜
ル
」

 

「
法
華
宗
弘
通
の
免
状
を
賜
は
る
」（
五
巻
五
章
）

74
「
高
祖
甲
斐
国
波
木
井
実
長
ノ
方
ニ
赴
キ
給
フ
」

 

「
大
士
甲
斐
国
波
木
井
実
長
の
方
へ
趣
き
給
ふ
」（
五
巻
六
章
）

75
「
高
祖
甲
州
小
室
山
ニ
善
智
法
印
ト
法
力
ヲ
競
ブ
」

 

「
小
室
の
善
智
大
士
を
毒
殺
せ
ん
と
謀
る
」（
五
巻
十
一
章
）

77
「
甲
州
八
代
山
梨
両
郡
ヨ
リ
信
州
蔦
木
ニ
マ
デ
遊
化
シ
給
フ
」

 

「
八
代
山
梨
両
郡
よ
り
信
州
蔦
木
ま
で
遊
化
」（
五
巻
七
章
）

80
「
七
面
大
明
神
身
延
山
ニ
示
現
シ
給
フ
」

 

「
七
面
大
明
神
示
現
影
向
」（
五
巻
十
五
章
）

こ
の
十
六
場
面
の
中
で
、
44
、
56
、
61
の
場
面
を
検
討
し
て
み
た
い
。

44
の
場
面
は
『
日
蓮
大
聖
人
御
伝
記
』（
延
宝
九
年
刊
）
に
「
市
坂

窟
」、『
紀
年
録
』
に
「
高
祖
入
市
坂
窟
」
の
挿
絵
が
あ
り
、
両
伝
記
を

閲
覧
し
た
可
能
性
が
み
ら
れ
る
。
56
の
場
面
は
、
泰
堂
が
取
り
入
れ
た

地
域
の
怪
異
現
象
で
あ
り
、『
真
実
伝
』
の
特
徴
と
な
る
場
面
構
成
で

あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
面
は
、
題
名
と
し
て
登
場
し
な
い
が
、
本
文
に

記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
61
の
場
面
も
『
紀
年
録
』
に
「
高
祖
呪

七
頭
蛇
之
害
」
の
挿
絵
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
秀
は
『
紀
年
録
』
を
参
照
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
国
秀
は
『
真
実
伝
』
以
外
に
近
世
の
日
蓮
伝
記
本
を
読

み
、
絵
馬
を
作
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　 

国
秀
作
日
蓮
伝
記
絵
馬
と
『
真
実
伝
』
挿
絵
題
名
・
本

文
と
の
比
較

国
秀
の
表
1
日
蓮
絵
馬
作
品
の
中
で
も
、
絵
馬
の
総
点
数
の
関
係
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近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
（
望

月
）

で
、
多
い
物
、
中
間
の
数
量
の
物
、
少
な
い
物
、
の
三
種
類
を
選
び
、

絵
馬
の
構
図
の
特
徴
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
表

1
の
5
沼
津
市
法
華
寺
七
十
五
点
、
同
10
裾
野
市
車
返
結
社
祖
師
堂

四
十
四
点
、
同
9
御
殿
場
市
蓮
静
寺
二
十
三
点
、
を
取
り
上
げ
、『
真

実
伝
』
や
他
の
日
蓮
絵
伝
記
と
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。

法
華
寺
絵
馬
の
特
徴
を
み
る
と
、
総
点
数
七
十
九
点
の
内
、『
真
実

伝
』
と
同
じ
構
図
で
二
組
あ
る
も
の
を
み
る
と
、
法
華
寺
絵
馬
は
、

七
十
五
点
で
清
雲
寺
の
絵
馬
数
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。
絵
馬
の
題
名

に
し
て
も
『
真
実
伝
』
と
ほ
と
ん
ど
同
名
が
多
く
、『
真
実
伝
』
を
参

考
に
絵
伝
記
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
同
じ
構
図
が
あ

り
、
二
枚
に
画
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
次
の
42
か
ら
76
の
絵
馬
四
点
で

あ
る
。

42
「
老
婆
胡
麻
の
餅
を
捧
げ
て
今
生
の
面
別
を
歎
事
」

61
「
宗
祖
大
士
御
法
論
石
之
事
」

68
「
南
無
七
面
大
明
神
示
現
影
向
事
」

76
「
宗
祖
大
士　

武
州
池
上
ニ
テ
弘
安
五
年
十
月
御
入
滅
之
後
御
真
骨
甲
斐
国

身
延
山
江
奉
送
道
中
御
行
列
之
図
」

こ
れ
ら
四
点
の
構
図
は
、
日
蓮
伝
記
の
中
で
国
秀
が
特
に
注
目
し
た

箇
所
だ
と
考
え
ら
れ
、
61
と
68
は
奇
瑞
の
場
面
で
あ
る
。
ま
た
、
76
の

絵
馬
に
は
「
施
主　

当
村
輿
左
衛
門　

明
治
廿
五
年
七
月
」
と
墨
書
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
の
折
に
画
か
れ
、

こ
の
時
又
は
そ
の
後
に
他
の
三
点
の
絵
伝
記
も
画
か
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
同
三
十
九
年
の
間
に
こ
の
四
点
の

絵
伝
記
が
画
か
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
九
年
に
七
十
五
点
の
絵
馬
が

作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
車
返
祖
師
堂
絵
馬
の
特
徴
を
み
る
と
、
総
点
数
四
十
四
点
の

内
）
16
（

祖
師
堂
の
絵
馬
の
み
に
登
場
す
る
場
面
を
み
て
い
く
と）17
（

次
に
掲
げ

た
八
場
面
と
な
る
。
こ
の
中
で
、
国
秀
の
絵
馬
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
12
、
17
、
43
を
み
て
い
き
た
い
。

11
「
磯
長
叡
福
寺
聖
徳
太
子
の
御
墓
に
詣
で
法
運
を
祈
り
給
ふ
の
図
」

 

「
聖
徳
太
子
の
御
墓
山
に
詣
給
ふ
」（
一
巻
題
名
）

 

「
高
野
を
下
山
な
し
給
ひ
、
こ
れ
よ
り
道
を
河
内
に
求
め
、
当
国
石
川
郡
太

子
村
な
る
、
磯
長
の
永
福
寺
（
叡
福
寺
）
に
、
聖
徳
太
子
の
御
廟
を
拝
給

ふ
（
後
略
）」（『
真
実
伝
』
一
巻
本
文
）

12
「
高
祖
伊
勢
大
神
宮
参
詣
之
節
浄
明
寺
ニ
於
て
妙
見
尊
出
現
の
図
」

 

「
伊
勢
の
神
廟
に
霊
瑞
」（『
真
実
伝
』
二
巻
題
名
）

 

「
こ
れ
よ
り
暫
時
浄
明
寺
に
と
ど
ま
り
て
、
日
に
日
に
神
廟
に
詣
て
法
楽
の

読
経
い
と
尊
く
聞
え
け
る
。」（『
真
実
伝
』
二
巻
本
文
）

17
「
高
祖
始
め
て
鎌
倉
に
在
て
鶴
ヶ
岡
の
経
蔵
に
入
り
一
切
経
を
拝
す
る
の

図
」「
房
州
清
澄
、
南
都
の
薬
師
寺
、
下
総
土
橋
東
漸
寺
、
鎌
倉
鶴
が
岡
と

四
度
ま
で
、
一
切
経
蔵
に
入
て
こ
れ
を
考
へ
置
た
り
」（『
真
実
伝
』
三
巻

本
文
）

25
「
高
祖
小
松
原
の
大
難
を
遁
れ
山
に
宿
し
た
老
母
錦
を
献
じ
給
ひ
し
の
図
」

「
此
山
坂
の
雪
踏
分
、
齢
ひ
と
た
け
□
（
判
読
不
能
）し
ひ
と
り
の
老
婆
、
念
珠
を
杖
に

持
そ
へ
て
、
漸
く
こ
こ
に
登
り
来
つ
、
こ
の
洞
を
さ
し
覗
き
、
し
ば
し
驚

き
た
る
体
な
り
し
が
、
我
は
此
郷
の
土
生
神
へ
、
日
参
の
歩
行
を
運
ぶ
も
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の
に
は
べ
り
、
御
身
い
か
な
れ
ば
雪
に
埋
み
し
此
祠
に
、
夜
を
明
し
給
ふ

ぞ
よ
、
見
ま
ゐ
ら
す
れ
ば
、
御
額
に
疵
も
あ
り
、
此
雪
風
の
疵
口
に
入
ば
、

御
為
あ
し
く
は
べ
ら
ん
に
と
、
自
身
被
し
綿
帽
子
を
脱
で
、
大
士
に
奉
る
、

大
士
は
こ
れ
を
押
し
い
た
だ
き
、
御
疵
を
覆
ひ
給
ひ
け
る
、
こ
れ
当
来
今

の
世
に
、
高
祖
の
像
に
御
綿
を
着
奉
る
、
事
の
始
め
と
知
れ
け
り
」「
市
が

坂
雪
中
老
馬
綿
帽
子
を
供
養
」（『
真
実
伝
』
三
巻
本
文
）

32
「
北
條
時
宗
病
中
に
不
審
の
夢
に
感
し
高
祖
に
赦
免
之
事
を
下
知
す
る
の

図
」

 

「
執
権
時
宗
霊
夢
を
感
じ
て
大
士
を
赦
免
」（『
真
実
伝
』
五
巻
題
名
）

36
「
善
智
法
印
高
祖
を
毒
塞
せ
ん
と
し
て
却
て
化
導
を
蒙
む
る
の
図
」

 

「
小
室
の
善
智
大
士
を
毒
殺
せ
ん
と
謀
る
」（『
真
実
伝
』
五
巻
題
名
）

38
「
高
祖
甲
州
休
息
山
に
至
り
辻
の
説
法
と
法
論
を
な
さ
れ
給
ふ
の
図
」

 

「
夫
よ
り
北
原
を
過
給
ふ
に
、
胎
蔵
寺
と
い
ふ
真
言
の
寺
あ
り
、
地
蔵
堂
の

側
の
石
に
、
し
ば
し
休
ら
ひ
存
し
た
る
に
、
畑
う
つ
農
夫
、
秣
刈
村
童
な

ど
、
立
聚
り
け
れ
ば
、
高
祖
安
国
論
を
取
出
し
て
説
法
な
し
給
ふ
に
、
信

心
を
発
し
、
題
目
を
唱
ふ
る
も
の
多
し
、
そ
れ
よ
り
此
地
を
休
息
村
と
い

ふ
」（『
真
実
伝
』
五
巻
本
文
）

43
「
陛
下
よ
り
雨
乞
の
利
益
を
賞
し
高
祖
並
に
朗
師
像
師
へ
菩
薩
号
を
給
わ
る

の
図
」

 

「
御
弟
子
大
覚
大
僧
正
妙
実
、
そ
の
後
を
継
給
ひ
、
時
に
文
和
元
年
六
月

二
十
五
日
、
人
皇
九
十
九
代
、
後
光
厳
帝
、
御
宸
翰
を
染
さ
せ
給
ひ
、
日

蓮
大
菩
薩
と
勅
号
あ
り
て
、
僧
正
妙
実
に
下
賜
り
け
る
」（『
真
実
伝
』
五

巻
本
文
）

12
は
、『
真
実
伝
』
に
、「
伊
勢
の
神
廟
に
霊
瑞
」（『
真
実
伝
』
二
巻
題

名
）、「
こ
れ
よ
り
暫
時
浄
明
寺
に
と
ど
ま
り
て
、
日
に
日
に
神
廟
に
詣

て
法
楽
の
読
経
い
と
尊
く
聞
え
け
る
。」（『
真
実
伝
』
二
巻
本
文
）
と
あ

る
の
み
で
、
妙
見
尊
（
妙
見
大
士
）
出
現
の
こ
と
は
『
真
実
伝
』
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
妙
見
大
士
の
出
現
に
関
し
て
は
、『
紀
年
録
』

『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』
に
み
ら
れ
る
。
両
伝
記
で
は
妙
見
大
士
出
現

に
関
す
る
挿
絵
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
書
の
ど
ち
ら
か
を
閲
覧
し
て
こ

の
絵
馬
を
作
成
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

17
の
場
面
も
『
真
実
伝
』
に
、「
房
州
清
澄
、
南
都
の
薬
師
寺
、
下

総
土
橋
東
漸
寺
、
鎌
倉
鶴
が
岡
と
四
度
ま
で
、
一
切
経
蔵
に
入
て　

こ

れ
を
考
へ
置
た
り
」（『
真
実
伝
』
三
巻
本
文
）
と
、
岩
本
実
相
寺
の
経
蔵

入
蔵
の
話
や
挿
絵
は
登
場
す
る
が
、
こ
の
箇
所
は
、
本
文
に
の
み
登
場

す
る
内
容
で
あ
り
、
国
秀
は
『
真
実
伝
』
本
文
を
読
み
込
ん
で
こ
の
場

面
を
引
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

43
の
場
面
は
、
大
覚
の
雨
乞
祈
禱
の
効
験
に
よ
っ
て
三
菩
薩
号
を
後

光
厳
帝
よ
り
賜
っ
た
と
い
う
、
日
蓮
滅
後
の
教
団
発
展
の
内
容
を
取
り

入
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
御
伝
記
』
第
十
一
巻
に
、

11
の
14
「
大
覚
は
じ
め
て
日
像
の
弟
子
と
成
給
事
」

11
の
20
「
後
醍
醐
天
皇
の
法
華
宗
の
綸
旨
の
事
」

と
あ
る
よ
う
に
、
日
像
、
大
覚
に
関
す
る
挿
絵
が
み
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
書
の
影
響
を
受
け
、
絵
伝
記
の
場
面
に
三
菩
薩
号
の
こ
と
を
取

り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
18
（

。

次
に
、
表
1
の
4
沼
津
妙
泉
寺
絵
馬
を
み
る
と
、
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1
「
蒙
古
退
治
図
」 

明
治
二
十
八
年
十
月

2
「
小
松
原
法
難
図
」 

明
治
三
十
年
一
月
十
五
日

3
「
星
降
示
現
図
」 

明
治
三
十
年
七
月
一
日

4
「
佐
渡
波
題
目
図
」 

明
治
三
十
年
七
月
二
十
八
日

5
「
龍
口
法
難
図
」 

明
治
三
十
九
年
十
一
月
三
日

6
「
身
延
山
参
詣
図
」 

明
治
四
十
年
一
月
十
日　

※
女
性
七
人
を
画
く

7
「
七
面
大
明
神
図
」 
明
治
四
十
年
一
月
十
日

こ
の
七
点
の
絵
馬
か
ら
、
こ
れ
ら
を
画
い
た
時
期
は
、
明
治
二
十
八

年
か
ら
同
四
十
年
の
十
二
年
間
に
亘
っ
て
い
る
が
、
そ
の
順
番
も
、

「
蒙
古
退
治
」
と
い
う
奇
瑞
場
面
を
最
初
に
あ
げ
、
そ
れ
以
降
の
二
か

ら
七
ま
で
国
秀
は
日
蓮
伝
記
の
古
い
場
面
か
ら
画
い
て
い
る
。

次
に
、
表
1
の
9
御
殿
場
蓮
静
寺
絵
馬
と
歌
川
国
芳
「
高
祖
御
一
代

略
図
」
の
比
較
を
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
蓮
静
寺
絵
馬
は
総
点
数

二
十
三
点
、
と
他
の
国
秀
絵
馬
に
比
較
し
て
場
面
が
少
な
い
。
浮
世
絵

と
し
て
著
名
な
日
蓮
絵
伝
記
と
さ
れ
て
い
る
「
高
祖
御
一
代
略
図
」
十

場
面
と
比
較
す
る
と
、
八
点
の
場
面
が
同
じ
構
図
と
な
っ
て
い
る
が
、

小
松
原
法
難
以
降
の
法
難
・
奇
瑞
の
場
面
を
中
心
に
描
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
な
お
、
国
芳
と
同
じ
八
点
以
外
の
二
点
も
奇
瑞
の
場
面
を

取
り
込
ん
で
い
る
。

蓮
静
寺
絵
馬
二
十
三
点 

高
祖
御
一
代
略
図
（
国
芳
）
十
点

1　

高
祖
御
誕
生
祥
□
（
判
読
不
能
）之
図

2　

高
祖
誕
生
無
益
殺
生
誡
之
図

3　

高
祖
御
別
髪
之
図

4　

高
祖
於
清
澄
堂
諸
宗
邪
飛
説
教
図

5　

高
祖
比
叡
山
大
乗
論
義
之
図

6　

高
祖
比
叡
山
三
十
番
神
の
図

7　

高
祖
於
松
葉
ヶ
谷
霊
猿
奇
瑞
ノ
図

8　

高
祖
□
（
判
読
不
能
）吉
田
兼
益
神
道
伝
達
之
図

9　

高
祖
伊
豆
国
伊
東
御
流
罪
図

10　

高
祖
小
松
原
御
難
之
図 

1
「
東
條
小
松
原
」

11　

高
祖
刑
場
跡
之
途
中
老
婆
餅
ヲ
捧
図

12　

高
祖
固
瀬
龍
之
口
御
法
難
之
図 

3
「
相
州
龍
之
口
御
難
」

13　

高
祖
龍
之
口
御
赦
免
状
行
合
川
之
図

14　

高
祖
救
護
ノ
御
明
星
依
智
の
図 

4
「
依
智
星
降
」

15　

高
祖
角
田
峰
毒
蛇
降
伏
之
図

16　

高
祖
海
上
波
題
目
書
顕
ノ
図 

5
「
佐
州
流
刑
角
田
波
題
目
」

17　

高
祖
佐
渡
塚
国
塚
原
問
答
図 

6
「
佐
州
塚
原
雪
中
」

18　

高
祖
厳
弁
才
天
本
尊
授
与
ノ
図

19　

高
祖
流
罪
赦
免
執
権
時
宗
霊
夢
之
図

20　

高
祖
法
論
石
之
図 

7
「
小
室
山
法
論
石

21　

高
祖
身
延
山
七
面
大
明
神
示
現
影
向
図 

9
「
身
延
山
七
面
神
示
現
」

22　

高
祖
御
旗
曼
荼
羅
蒙
古
退
治
之
図 

10
「
上
人
利
益
蒙
古
軍
敗
北
」

23　

高
祖
池
上
御
入
滅
之
図

 

2
「
鎌
倉
霊
山
ヶ
崎
雨
祈
」

 

8
「
甲
斐
国
石
和
川
鵜
飼
亡
魂
化
」

ま
と
め
に

国
秀
は
、
六
十
七
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
が
、
地
方
に
遺
し
た
作
品
は
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明
治
中
・
後
期
と
い
う
時
代
で
あ
っ
た
。
今
回
は
、
国
秀
の
い
く
つ
か

の
日
蓮
伝
記
絵
馬
を
泰
堂
の
『
真
実
伝
』
と
比
較
検
討
し
た
が
、
絵
馬

の
構
図
・
題
名
の
考
察
か
ら
『
真
実
伝
』
を
読
み
込
み
、
こ
れ
を
底
本

と
し
て
絵
馬
を
画
い
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、『
真
実
伝
』
の
挿
絵
を

絵
馬
に
写
し
込
ん
だ
が
、
挿
絵
箇
所
に
留
ま
る
こ
と
な
く
本
文
を
忠
実

に
再
現
し
、
必
要
な
場
面
は
新
た
に
画
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま

た
、
地
方
絵
師
と
し
て
地
域
で
起
き
た
出
来
事
を
積
極
的
に
取
り
上
げ

た
。
こ
の
絵
馬
の
構
図
の
選
択
が
、
施
主
寺
院
の
依
頼
な
の
か
、
国
秀

の
考
え
な
の
か
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

国
秀
の
絵
馬
が
作
成
さ
れ
た
日
蓮
教
団
の
宗
教
的
背
景
を
考
え
る

と
、
国
秀
画
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
初
見
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

で
あ
る
。
翌
十
五
年
が
ち
ょ
う
ど
日
蓮
の
六
百
遠
忌
に
当
た
っ
て
お

り
、
こ
の
時
期
に
日
蓮
伝
記
絵
馬
が
静
岡
県
東
部
地
方
で
盛
ん
に
作
成

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

近
世
に
日
蓮
伝
記
本
が
多
く
作
成
さ
れ
た
が
、
近
代
に
お
い
て
は
絵

を
主
と
す
る
日
蓮
絵
伝
記
が
盛
ん
に
作
成
さ
れ
た
時
代
と
な
る
。
つ
ま

り
、
近
代
以
降
の
日
蓮
伝
記
の
特
徴
は
、
絵
を
主
体
と
す
る
絵
伝
記
が

多
く
作
成
さ
れ
た
時
期
で
、
絵
の
み
の
絵
伝
記
も
多
く
登
場
し
た
。
国

秀
の
作
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
で
は
地
方
絵
師
が
画
い

た
絵
伝
記
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
作
品
の
中
に
は
、
明
治
十
五

年
の
六
百
遠
忌
の
記
念
と
し
て
寺
院
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
画
か
れ
た
状

況
が
窺
え
る
。
今
後
は
、
未
調
査
の
国
秀
絵
馬
や
近
代
に
作
成
さ
れ
た

他
の
絵
伝
記
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
国
秀
作
品
の
特
徴
を
示
し
、
近

代
と
い
う
時
代
に
お
け
る
日
蓮
絵
伝
記
作
成
の
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

1　

挿
絵
が
入
っ
た
日
蓮
伝
記
本
の
代
表
は
、
①
作
者
未
詳
『
日
蓮
聖
人
御

伝
記
』（
一
六
八
一
）、
②
深
見
要
言
『
本
化
高
祖
紀
年
録
』（
一
七
九
三
）、

③
中
村
経
年
『
日
蓮
上
人
一
代
図
会
』（
一
八
五
八
）、
④
小
川
泰
堂
『
日

蓮
大
士
真
実
伝
』（
一
八
六
七
）
で
あ
り
、
特
に
④
は
近
代
以
降
に
再
版
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
時
の
著
名
な
日
蓮
伝
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

2　

国
秀
は
三
代
豊
齋
国
貞
の
門
人
で
、
墓
所
は
、
沼
津
市
内
の
日
蓮
宗
妙

覚
寺
内
に
あ
る
。
墓
碑
に
「
法
号
寛
應
院
光
順
信
士
、
明
治
四
十
二
年
五

月
六
日
。
画
号
一
雲
齋
国
秀
菊
池
金
平 

行
年
六
十
七
歳
」
と
あ
る
。

3　

国
秀
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
二
〇
一
八
に
紹
介
し
た
。

4　

静
岡
県
東
部
を
中
心
と
す
る
地
域
に
遺
し
た
国
秀
作
品
を
紹
介
し
た
論

考
に
長
澤
一
九
八
三
が
あ
る
。

5　

表
1
の
1
法
泉
寺
と
同
表
8
円
明
寺
の
所
蔵
さ
れ
る
絵
馬
は
、
国
秀
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
段
階
で
未
調
査
で
あ
り
、
今
後
事
例
に
加
え
た
い
。

6　

栄
昌
寺
絵
馬
は
、
国
秀
の
作
品
と
断
定
で
き
な
い
点
が
あ
る
。

7　

拙
稿
二
〇
一
一
。
挿
絵
の
特
徴
と
し
て
、
江
戸
に
流
行
し
た
江
戸
の
祖

師
霊
場
の
三
つ
の
場
面
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
や
日
蓮
の
足
跡
に
お
け

る
地
域
の
風
景
を
画
い
て
い
る
場
面
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
を
検
討
し
た
。

8　

65
「
龍
口
法
難
」
の
場
面
で
、
一
般
的
な
地
名
「
片
瀬
」
の
文
字
を

『
真
実
伝
』
で
は
「
固
瀬
」
と
表
記
し
て
お
り
、
清
雲
寺
絵
馬
で
も
同
字

を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、『
真
実
伝
』
を
底
本
に
絵
馬
の
構
図

を
考
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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近
代
日
蓮
伝
記
絵
馬
の
比
較
（
望

月
）

9　

本
稿
で
引
用
し
た
『
真
実
伝
』
挿
絵
・
各
絵
馬
題
名
に
付
さ
れ
た
番
号

は
、
筆
者
が
整
理
し
た
も
の
と
す
る
。

10　
『
真
実
伝
』
に
関
す
る
出
典
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
刊
『
日
蓮

大
士
真
実
伝
』
五
巻
（
筆
者
所
蔵
本
）
の
巻
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

11　

同
書
本
文
の
頭
注
に
も
、「
弘
安
巳
卯
高
祖
大
士
本
尊
を
両
人
に
た
ま

ふ
一
の
法
号
を
も
つ
て
両
人
に
あ
た
ふ
て
日
安
と
い
ふ
、
後
中
老
日
実
一

宇
を
山
本
氏
の
屋
し
き
に
創
す
、
八
大
竜
王
守
護
山
妙
海
寺
と
号
す
、
斉

藤
氏
出
家
し
宅
を
変
じ
て
精
舎
と
す
、
満
松
山
妙
覚
寺
と
号
す
、
平
氏
の

法
号
を
取
る
両
寺
今
に
至
て
八
日
堂
修
法
あ
り
」（
頭
註
、
一
二
七
―

一
二
八
頁
）
と
あ
り
、
編
輯
者
の
要
言
は
、
こ
の
事
項
に
関
し
て
調
べ
上

げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

12　

深
見
要
言
『
高
祖
累
歳
録
』
の
挿
絵
題
名
を
み
て
も
「
高
祖
日
天
子
開

眼
」
と
あ
る
。

13　
『
日
蓮
大
聖
人
御
伝
記
』
に
「
市
坂
窟
」、『
紀
年
録
』
に
「
高
祖
入
市
坂

窟
」
の
挿
絵
が
あ
る
。

14　

56
は
題
名
に
は
登
場
し
な
い
が
、
本
文
に
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

15　
『
紀
年
録
』
に
「
高
祖
呪
七
頭
蛇
之
害
」
の
挿
絵
が
あ
る
。

16　

車
返
祖
師
堂
の
絵
馬
は
、
四
十
四
点
で
破
損
状
況
が
激
し
い
も
の
も
あ

り
、
全
体
の
点
数
か
ら
し
て
失
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

17　

車
返
霊
場
の
日
蓮
伝
記
絵
馬
は
、
拙
稿
二
〇
〇
八
に
一
覧
表
と
し
て
紹

介
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

18　

こ
の
伝
記
本
は
十
巻
本
で
、
後
で
一
巻
付
け
加
え
ら
れ
て
十
一
巻
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
参
考
文
献
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長
澤
利
之
「
絵
師
・
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の
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―
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土
に
生
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た
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世
絵
師

―
」

『
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
紀
要
』
第
八
号
、
一
九
八
三

望
月
真
澄
「
資
料
紹
介　

車
返
霊
場
関
係
資
料
」『
身
延
論
叢
』
第
一
三
号
、

二
〇
〇
八

望
月
真
澄
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
日
蓮
伝
記
本
の
一
考
察
―
―
小
川
泰

堂
著
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』
を
中
心
に
―
―
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

第
五
九
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第
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号
、
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真
澄
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、
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日
蓮
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記
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